
 

 

 

 

 

■ プロジェクト実践力と異文化適応能力を育成する商学部の国際共修プログラム ■ 

「国際ジョイントＰＢＬプログラム」eJIP inベトナムを開講 
～ベトナム貿易大学の学生とともにハノイ近郊でフィールドワークを実施～ 
【日 時】 8月 20日（月）〜8月 31日（金）  【場 所】 ハノイ及びその近郊（ベトナム） 

このたび関西大学商学部では、海外協定校である貿易大学（ベトナム）と共同で、独自の課題解決型   
学習プログラム「国際ジョイント PBL プログラム」eJIP in ベトナムを、8月 20日～31日の約 2 週間に
わたって、ベトナムのハノイ（貿易大学）を拠点に開講します。 

 

 

 

本プログラムは、本学商学部の「品格ある柔軟なビジネスリーダーの育成」という教育理念に基づき、

課題解決のプロセスを通じて学ぶ「課題解決型学習」（PBL: Problem Based Learning）の一環で、期間中

は、同地にて地場産業とファミリービジネスの振興のためのフィールドワークを実施します。貿易大学の

コーディネイトのもと、本学商学部 1 年次生 1 名・2 年次生 3 名と貿易大学（ベトナム）の学生 5 名の  

計 9 名が、村全体で家具を製作しているバクニン省ドンキー村やホウオンマク村に入ります。学生たちは

地域のニーズを把握し、ウェブページやパンフレットなどをつくり、日本への紹介を行います。 

ベトナムでは、地域活性化のために地場産業とファミリービジネスの振興に力が注がれています。   

本プログラムにおいて、同地の魅力を発信するとともに、地域課題解決のためのアイディアを提案して  

地元の方々と議論することで、地場産業とファミリービジネスの振興の一助となることが期待されます。 

＜商学部「国際ジョイント PBLプログラム」eJIP.vn（ベトナムでのフィールドワーク）概要＞ 

【日  時】8月 20日（月）～8月 31日（金）12日間 

【場  所】貿易大学（ハノイ）およびバクニン省ドンキー村、ホウオンマク村ほか 

【受講者数】本学商学部 1年次生 1名（女性）・2年次生 3名（女性） 

貿易大学（ベトナム）学生 5名（男性 2名・女性 3名）       計 9名 

【科 目 名】「海外現地研修（ベトナム PBLⅠ・Ⅱ）」（計 4単位） 

【担当教員】関西大学商学部 カーティス・ケリー教授 

【スケジュール】別紙ご参照 

 

なお、8 月 28 日（火）～9 月 8 日には、第 2 弾として、「国際ジョイント PBL プログラム」eJIP     

in岩手（陸前高田市）を開講する予定です。詳細は改めてご案内いたします。 

以 上 

※ご取材を希望の方は、お手数ですが下記お問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。 

 

 

 

国際活動・地域連携 2018 年 8 月 10 日／No.47 

        ・プロジェクト実践力と異文化適応能力の育成を目的とした国際共修プログラム 

        ・ベトナムの学生が参加 → 英語によるコミュニケーション能力の習得・向上 

        ・課題解決と魅力発信を通して、ベトナムの地場産業とファミリービジネスの振興に寄与 

     ・ 

 

本件の 

ポイント 

 



■「国際ジョイントPBLプログラム」eJIP.vn（ベトナムでのフィールドワーク）スケジュール 

 
Week 1 Mon Aug 20 Tue Aug 21 Wed Aug 22 Thu Aug 23 Fri Aug 24 Sat- Sun Aug 25-26 

Morning Orientation 

Campus Tour 

 

Welcome 

Lunch 

Lecture & 

Discussion: 

“Vietnamese 
Economy” 

FTU 

organizes 

discussion 1 

Meeting with 

Local People’s 

Committee to 

have an 

overview of 

the handicraft 

village 

Observing 

household 

production 

activities 

Free time or 

optional outing 

 

Afternoon Team-

building 

Activities 

with FTU 

students 

Lecture & 

Discussion: 

"VN 
Handicraft 
Village & 
Industrial 

Development" 

Kandai 

organizes 

Discussion 2 

Visit the 

handicraft 

shops and 

village  

Interviewing 

households to 

find out their 

needs 

Week 2 Mon Aug 27 Tue Aug 28 Wed Aug 29 Thu Aug 30 Fri Aug 31 

Morning Presentation 

on findings of 

groups 

Group work Working 

with 

households 

Working with 

households 

Presentation 

Rehearsal 

Afternoon Group work to 

build up plan 

to support 

family 

Group work Working 

with 

households 

Working with 

households 

Presentations 

by all students 

Closing 

ceremony 

Farewell party 

Depart for 

Japan 

 

■「国際ジョイントPBLプログラム」eJIP（Joint International PBL in English：イージップ） 

 

本プログラムは、本学商学部の「品格ある柔軟なビジネスリーダーの育成」という教育理念に基づき、

課題解決のプロセスを通じて学ぶ「課題解決型学習」（PBL: Problem Based Learning）です。英語を共通

言語として外国人学生と共同で現地調査（フィールドワーク）および成果発表（プレゼンテーション）を

行うことで、英語力を身に付けると同時に、プロジェクト実践力と異文化適応能力を育成することを目的

としています。また、現地での調査活動（オンサイト学習）だけでなく、テーマや現地に関する基礎知識 

および語学力の習得を目的とした事前学習（オフサイト学習）も実施し、より教育効果が高まる内容で  

構成されています。 

（参考サイト） 

◆「国際ジョイントPBLプログラム」eJIP 

http://www.kansai-u.ac.jp/Fc_com/curriculum/ejip.html 

◆2017年度の活動報告 

http://www.kansai-u.ac.jp/Fc_com/news/2018/03/2017pblejipjp.html 

◆2016年度の活動報告 

http://www.kansai-u.ac.jp/Fc_com/campus/2017/05/ejipjp-pbl-1.html 

 

 

以 上 


